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平成19年 京都府議会定例会提出議案知事説明要旨9 月

(19.9.19)

本日、ここに９月定例府議会を招集いたしましたところ、議員の皆様におか

れましては、御多忙の中お集まりいただき、まことにありがとうございます。

ただ今議題となりました第１号議案平成19年度京都府一般会計補正予算ほか

22件の案件につきまして、その概要を御説明申し上げます。

まず、第１号議案及び第２号議案は、一般会計予算及び府立医科大学および

附属病院特別会計予算の補正であります。

今年度は当初予算におきまして、京都の地域力を再生することを府政の優先

課題と位置付け、現在、諸施策に積極的に取り組んでいるところであります。

こうした中、今回の補正予算につきましては、地域力再生を更に推進するた

め、特に緊急を要する課題である医療、産業・雇用、安心・安全などの対策の

充実・強化を図るとともに、当初予算の編成以降の事情を踏まえ、特に必要な

事業について、所要の予算を編成させていただいたところであります。

以下、歳出予算の主なものにつきまして、その概要を御説明申し上げます。

まず、医療の緊急対策についてでありますが、当初予算で講じました医師確

保のための奨学金制度について、当初計画の15名を大きく上回る応募があった

ことから、今回貸与枠を拡大し、申込みのあった35名分の奨学金を確保するた

め3,700万円を計上するとともに、府北部地域において、へき地医療拠点病院
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。の機能強化を図るための設備整備に対する助成5,200万円を計上しております

次に、産業・雇用の緊急対策についてでありますが 「雇用の安定・創出と、

地域経済の活性化を図るための企業の立地促進に関する条例」に基づく企業誘

致の取組み等により、府内各地への中小企業の立地が好調に推移し、今年度中

の操業が確実視される中小企業の増加が見込まれていることから、企業立地補

助金を13億円追加補正するとともに、中小企業向けの融資枠を増額するための

預託金78億円を計上しております。また、厳しさを増す伝統産業対策として、

伝統と文化のものづくり産業の集積等により振興を図るため促進地域に立地す

る企業への融資枠等を増額するとともに、2008年サミット外相会合参加者への

記念品等を通じ、和装・伝統産業の職人さんの仕事づくりを推進するための経

費を計上しております。

また、障害のある方々ができる限り地域で自立した生活ができるよう、工賃

の水準向上を図るため、「ほっとはあと製品」の生産・販売を促進する経費

700万円を計上するとともに、農家の経営安定のため、品目横断的経営安定対

策への加入を促進し、対象組織の育成を進める経費2,600万円を計上しており

ます。

次に、安心・安全の緊急対策についてでありますが、今定例会に提案してお

ります「京都府自転車の安全な利用の促進に関する条例」に基づく、幼児用ヘ

ルメットの着用義務化などを府民に周知するとともに、低所得者の負担を軽減

するための幼児用ヘルメットの支給、自転車安全利用推進員の設置などに要す
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る経費800万円を計上するとともに、くらしの金融問題に対する相談体制の充

実・強化を図るための経費100万円を計上しております。また、府民生活の安

心・安全の核となる交番の整備、警察施設の耐震改修を行うための経費を計上

しております。

このほか、2008年１月に京都議定書で定められた温室効果ガスの削減への取

組みの第一約束期間がスタートすることから、府庁自らが率先して、ＣＯ 排２

出量の削減目標を掲げ、消費電力を大幅に削減することとし、そのための経費

として、府庁の本庁舎のＣＯ ２０％削減運動推進費1,200万円を計上するとと２

もに、絶滅のおそれのある野生生物の保全対策に要する経費300万円、府立医

科大学において寄附金を活用して医療技術の研究・開発を推進していくための

経費1,200万円や植物園の魅力向上のための経費、2008年サミット外相会合京

都開催のための準備経費、土木建築部関係公共事業費などを計上しております。

以上が、歳出予算の概要であります。この結果、一般会計の補正予算額は、

120億5,900万円となり、補正後の一般会計予算額は、8,337億6,700万円となっ

ております。その財源といたしましては、国庫支出金等の特定財源が101億

6,100万円、一般財源として府税18億9,800万円を計上いたしております。また、

特別会計の補正額は、1,200万円となっております。

次に、第３号議案から第13号議案までの11件は、いずれも条例の制定等に関

する案件であります。

第３号議案は、京都府公立大学法人の設立に関連し、地方独立行政法人法に
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定める事務を処理することを目的に、京都府公立大学法人評価委員会を設置す

るため、第４号議案は、自転車の安全な利用の促進に関する府、自転車利用者、

自転車小売業者、府民及び交通安全活動団体の責務と役割を明らかにし、府民

の交通安全の確保に寄与するため、第５号議案は、府や府民などが協働して絶

滅のおそれのある野生生物の保全を推進することにより、府内の生物の多様性

を確保し、豊かな自然環境を次代に継承するため、条例を制定しようとするも

のであります。

また、第６号議案は、恩給法の一部改正に伴い、第７号議案は、郵便貯金法

等の廃止及び証券取引法の一部改正に伴い、第８号議案は、府立高等学校の授

業料等を改定するとともに、去る７月16日に発生いたしました平成19年新潟県

中越沖地震の被災者に対し、入学考査料等を減免するため、それぞれ所要の改

正を行うものであります。第９号議案は、公害紛争処理法施行令の一部改正に

伴い、京都府公害審査会への調停等の申請に要する手数料を改正するため、第

10号議案は、府が実施する温泉水の試験に係る手数料を改正するため、第11号

議案は、日本郵政公社の解散に伴い、第12号議案は、都市計画法の一部改正に

伴い、第13号議案は、府営住宅の入居者等の生活の安全と平穏を確保するため、

それぞれ所要の改正を行うものであります。

次に、第14号議案及び第15号議案は、府立乙訓高等学校校舎改築工事の請負

契約の締結につきまして、第16号議案は、抗インフルエンザウイルス薬の取得

につきまして、第17号議案は、損害賠償の額を定めることにつきまして、第18
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号議案は、京都府公立大学法人を設立するため定款を定めることにつきまして、

第19号議案から第23号議案までの５件は、いずれも平成18年度の京都府一般会

計及び特別会計並びに公営企業会計の決算につきまして、それぞれ議会の議決

を得ようとするものであります。

以上が、ただ今議題となりました議案の概要であります。御議決いただきま

すよう、よろしくお願い申し上げます。


